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　本研究は17～18世紀のいわゆる近世ロシアにおける民
衆（主に農民）の社会的意識を種々の側面から考察する
ことを目的としている。特に、今年度は0．P．ウセンコ
の『17～18世紀ロシアにおける社会的プロテストの心理』
（yCeHKOO．F．nCHxOnOrHHCOUHa∬bHOrO
npoTecTaB　　PoccHHXV聾XV皿BB．TBepb，
9．1－3．1994，　95，　97）を基礎にして考察した。
　その上で、民衆意識を探るための素材を民衆の社会的
反抗に求めた。かつてのソ連史学では、この社会的反抗
として逃亡、嘆願書提出、蜂起、などの幾つかの形態が
指摘された。それぞれは異なる目的を持ってなされたの
であるから、それらは個々別々に検討されなければなら
ないとされた。しかし、ここではそうした分類わけをせ
ず総合的に扱うことを目指している。その方がかえって
民衆の意識を総体的かつ多角的に理解できると考えたか
らである。
　より具体的には、民衆の意識が独特な形をとって現れ
た『ツァーリ惜称』について検討した。これは自らの権
利とより良い生活を求める民衆の採った17～18世紀ロシ
アに特有な闘争形態である。抑圧と不公平を全廃せんと
する民衆の希望は、彼らに対して恵み深く、また民衆の
主人（領主）に対して厳しい『良きツァーリ』の到来と
結びついていた。この『良きツァーリ』への信仰は『解
放者ッァーリ』に関する諸伝説のなかに明瞭に読み取る
ことが出来る。『解放者ツァーリ』はその玉座から「残
忍な主人」により追われた王であった（qzcTOBK．
B．PyccKMeHaponHblecouHaJIBHo－yTo
nvauecKHe　nereHnbi　XVII；XDXBB，M．　1967．C．271）。
　チストフによると、このような社会的ユートピア伝説
は「様々な民衆運動を刺激し、その中で組織形成という
役割を果たし、その政治的および経済的概念となり、そ
れに有益であれ、また破滅的であれ、いずれにせよ影響
を与えている。それらは政治的イデオロギーの形態で現
実と結び合わさり、借称者という人物において、また僧
称者の呼びかけに立ち上がった民衆において現実的な具
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体化を見る」という（TaM）Ke．C．233｝。
　ピョートル三世が宮廷革命でその妻にして後の女帝エ
カチェリーナニ世により玉座から追われ、さらに殺害さ
れた後に、ロシアでは彼が『奇跡的に救出』され、農民
に宛てて『寛容の布告』を発布するという噂が流れたの
は以上のような理由によるものである。
　以上は、「意識」についての歴史理論的な検討であり、
具体的な検討は次の課題としなければならない。
